
Ｎ
Ｇ
Ｏ
岡
山
サ
ミ
ッ
ト

　
民
間
の
非
政
府
組
織

　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
可
能
性
を

探
る
た
め
、
岡
山
市
で
聞

か
れ
て
い
た
「
剔
お
か
や

ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ

リ
ト
」
は
二
十
二
日
、

　
「
岡
山
宣
言
」
を
発
表
し

て
、
前
半
の
会
議
を
終
え

た
。
国
連
平
和
維
持
活
動

　
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
協
力
法
で
、

自
衛
隊
が
ル
ワ
ン
ダ
難
民

救
援
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

時
期
で
あ
り
、
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
『
国
連
や
政
府
と
の

協
力
の
必
要
性
を
強
調
す

る
意
見
が
目
立
っ
た
。

　
　
　
、
（
岡
山
支
局
）

鰍I一瓢具際三人四脚
　
　
「
災
害
や
難

民
発
生
な
ど
の

緊
急
事
態
に
国

連
や
政
府
が
支

援
す
る
部
分
は

各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
難
民
救
済
の
実

情
報
告
な
ど
に
耳
を
傾
け
る
出
席

者
Ｈ
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
、

　/4沁~.‥"

j

に
不
満
を
も
つ
の
は
わ
か
る
。

’
わ
れ
わ
れ
も
変
わ
っ
た
」
と
い

う
。
二
十
二
日
の
会
合
で
も
Ｗ

Ｈ
Ｏ
緊
急
人
道
援
助
局
の
ロ
ジ

ャ
ー
・
ド
ラ
ン
さ
ん
が
「
政
府

だ
け
が
我
々
の
パ
ー
ト
ナ
’
・
・
で

は
な
い
。
地
域
レ
ベ
ル
で
の
情

報
収
集
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
」
と
強
調
し

た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
は
岡
山
市
に
本
部

を
お
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
」
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

菅
波
茂
代
表
）
が
呼
び
か
け
、

海
外
か
ら
は
三
十
二
カ
国
、
四

十
二
団
体
の
五
十
人
が
参
加
し

た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
副
代
表
の
高
橋

央
さ
ん
（
晟
一
）
は
「
国
連
や
政
府

関
係
者
が
参
加
す
る
と
、
感
情

的
な
非
難
の
応
酬
に
な
る
の
が

フ
が
丁
五
倍
の
六
百
人
に
増

え
、
ソ
マ
リ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
旧
ユ
ー
ゴ
な
ど
八
カ
国
で

活
動
中
だ
。
緊
急
時
に
医
師
と

連
絡
を
取
っ
て
現
地
の
状
況
を

把
握
し
、
数
日
以
内
に
医
療
体

制
を
整
え
る
の
が
原
則
。
大
量

の
難
民
が
流
出
し
た
ル
ワ
ン
ダ

周
辺
に
は
五
月
か
ら
医
師
と
調

政策面で協調

外務省も指摘
　
「
国
境
な
き
医
師
団
」
　
（
Ｍ
Ｓ
　
一
隅
）
。
だ
が
、
早
く
か
ら
現

Ｆ
）
に
た
と
え
ら
れ
る
よ
う
地
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
、
協

に
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
最
近
は
力
態
勢
づ
く
り
で
事
前
に
意
見

‘

迅
速
で
き
め
紺
か
い
対
応
に
評
を
交
わ
す
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な

価
が
高
ま
っ
て
き
た
。
ル
ワ
ン
　
く
、
今
月
十
一
日
に
政
府
と
Ｎ

ダ
難
民
救
援
で
は
「
ア
フ
リ
カ
Ｇ
Ｏ
十
一
団
体
が
開
い
た
ル
ワ

教
育
基
金
の
会
」
『
（
北
九
州
ン
ダ
難
民
に
つ
い
て
の
初
会
合

市
）
や
「
難
民
を
助
け
る
会
」
　
で
は
「
こ
う
い
う
会
を
も
っ
と

　
（
東
京
都
）
も
、
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
早
く
開
い
て
ほ
し
か
っ
た
」
と

○
と
同
じ
こ
ろ
か
ら
医
療
、
井
い
ろ
声
も
飛
び
出
し
た
。

戸
掘
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
政
府
の
支

援
に
よ
る
安
定
し
た
財
政
基
盤

が
あ
る
。
五
年
前
に
始
ま
っ
た

政
府
の
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
の
一
部
を
回
ず
外
務
省
の

事
業
補
助
金
は
今
年
度
、
五
倫

四
千
万
円
と
前
年
度
よ
り
二
三

％
増
え
、
九
一
年
に
始
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
郵
政
省
の
国
際

副
踪
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
高
く
評
価

あ
る
が
、
官
僚
主
義
で
ポ
リ
シ

ー
が
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

い
な
い
か
ら
、
す
ぐ
動
か
な

い
。
わ
れ
わ
れ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ポ
リ

シ
ー
は
あ
る
が
、
お
金
が
な

い
」
。
二
十
一
日
の
報
告
会
で

質
問
し
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
赤
十
字

の
ア
ダ
ム
・
キ
ム
ビ
サ
さ
ん
通
例
だ
が
、
今
回
は
、
政
府
と

（
四
二
）
の
言
葉
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
行
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
の
相
互
支
長

歌
が
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
を
端
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
す
べ
き

に
表
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
だ
と
い
う
意
見
が
目
立
っ
た
」

　
国
連
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
と
い
う
。

Ｏ
）
の
安
川
隆
子
さ
ん
（
’
一
七
）
は
　
十
五
力
国
に
支
部
を
も
つ
Ａ

「
草
の
根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
国
連
機
関
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
十
年
間
で
ス
タ
ッ

整
員
を
繰
り
返
し
派
遣
し
て
、

徹
底
的
に
治
安
情
勢
を
調
べ

た
。
八
月
か
ら
首
都
キ
ガ
リ
で

病
院
の
再
建
を
始
め
、
、
ザ
イ
ー

ル
の
ゴ
マ
、
ブ
カ
ブ
で
も
難
民

治
療
を
続
け
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
フ
ラ
ン
ス
の

で
政
府
は
、

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
貯
金
は
二
十
五

　
億
円
を
超
す
。

　
ル
ワ
ン
ダ
問
題

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
も
計
二

億
円
以
上
を
交
付
し
た
。

　
自
衛
隊
の
人
道
的
派
遣
は
ル

ワ
ン
ダ
が
初
め
て
。
任
務
は
医

療
、
防
疫
、
給
水
、
空
輸
が
主

で
「
９
輸
以
外
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
重

複
す
る
」
　
（
外
務
省
ア
フ
リ
力

　
七
〇
年
代
末
に
八
百
万
人
だ

っ
た
世
界
の
難
民
は
い
友
約
二

千
三
百
万
人
に
増
え
た
。
外
務

省
民
間
援
助
支
援
室
の
五
月
女

光
弘
室
長
（
五
六
）
は
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

お
金
を
支
援
す
る
だ
け
で
は
足

り
な
い
。
政
策
面
で
双
方
が
も

っ
と
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
彼
代
表
（
四
七
）

は
「
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
よ
う
に
欧
米
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
政
府
、
国
連
と
昆

人
四
脚
で
連
携
す
る
。
そ
れ

に
引
き
換
え
日
本
は
、
協
力
態

勢
づ
く
り
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

効
果
的
な
支
援
に
は
、
政
府
が

在
外
公
館
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
担
当
官
を

お
い
た
り
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
っ
た
り
し
、
情
報
交
換

が
不
可
欠
な
ん
で
す
」
と
話
し

て
い
る
。
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